
  
 

地域創造科地域開発コース３年 八田 瑠惟 くん 

自分たちでクワの葉を収穫し、いろい

ろな茶の製法を試して、皆で意見を出

し合い研究を進めています。 
 

地域創造科地域開発コース３年 﨑山 智菜 さん 

クコの葉も収穫しました。どのよう

に活用するかを現在検討中です。ク

コやクワの実も採れるので、その加

工の研究も楽しみです。 

  

 

 

 

（４５文字×２人） 

木の実を食べてみよう！ 
 

昔は、シイの実を探して食べることが子ど

も達の遊びの一つでした。採集したオニグル

ミやスダジイなどの木の実が、どうすればお

いしく食べられるのか、地域の方のアドバイ

スもいただきながら、その加工方法について

研究しました。 

 オニグルミについては、生活創造科の研究

する薬膳料理のトッピング材料として採用

していただきました。また昔にはコメの代用

として利用したトチの実についても、トチ餅

等への加工を実際に体験・実証しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

地域創造科地域開発コース・地域研究部では、身近な里山の環境保全

活動に取り組んでいます。現在、活動の中心は「薬木の活用方法に関す

る調査・研究」です。「これは何の木？」と普段は意識していない身のま

わりの木々にも、注目すべき効果やさまざまな活用方法があります。研

究成果を地域に広めることで、里山への関心を持ってもらい環境保全へ

の意識につなげたいと考えています。 
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森林は、間伐（木が成長するまでに、一

部の木を切ること）など常に人の手を入れ

る必要があります。森林を放っておくと、植

物だけでなく土壌も荒れ、水を蓄える力が

弱まり、土砂災害の原因にもなります。森

林に関心をもち、手入れを絶やさないこと

は、地域を守る大切な環境活動です。 

「カキの葉茶」の研究 
 

実が食用になることは、皆さんもよく知っ

ていますが、葉についても、ビタミンＣが多

く含まれており、お茶として飲むことができ

ます。カキの葉茶を飲むことは「病気にかか

りにくい」、「肌によい」とも言われています。 

昨年度の研究では、収穫後に陰干しした葉

の蒸す時間を変えて、風味や含まれるアスコ

ルビン酸（ビタミンＣ）の含有量について研

究しました。カキの葉茶をより親しまれるよ

うにするため、今年度も引き続き抽出方法を

検証しています。 

 


